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は じ め に

　「日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」とは，全国の大学が集結する「学生ＦＤサミット」の「日本大学版」で
ある。「学生ＦＤサミット」とは全国の大学から学生ＦＤ活動に取り組む学生・教員・職員が一堂に会し，
各大学における活動や成果を発表し合い，大学教育における課題等を共有し，議論する場である。一方，
「CHAmmiT」とは chat と summit をかけ合わせた造語であることからも分かるとおり，大学をテーマに友
だちとチャットをするように気軽に話し合い，その成果を発表する場である。私たちが学ぶ大学の教育をよ
り良くしたいという思いに基づき，学生のみならず，教職員が参加していることも大きな特徴である。
　今回で 9回目を迎える「令和 3年度日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」（以下，CHAmmiT とする）は，参
加者はオンライン形式，学生スタッフは対面とオンラインのハイブリッド形式で開催し，245 名の参加があ
った。学生スタッフは感染対策をしながら，ファシリテーションを行うことができた。本年度は，昨年度の
議論内容と照らし合わせながら「セッション」を運営するという深い内容となった。
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合原嘉成１），８）， 西村憲人１），９）， 柴田大輝１），10）， 曽山はるか１），11）， 佐藤喜一１），12）， 垂見麻衣１），13）

　本稿は，「令和 3年度日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」の開催に至るまでの過程と開催後のアンケート結果より，
学生スタッフの視点で今後の課題と展望を述べた活動報告書である。「日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」は，日本
最大規模の総合大学である本学のスケールメリットを活かし，学生と教職員が互いの視点から授業改善について
議論し，その具体策を考案する学内イベントである。本会は「日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT 2013」として始まり，
今回で9回目を迎えた。本活動報告が今後の日本大学の「学生ＦＤ活動」の更なる発展に貢献することを期待する。

　キーワード： ＦＤ（Faculty Development），学生ＦＤ，「令和 3年度 日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT，アフター
コロナにおける授業改革」

 投稿：2022年2月4日　　受理：2022年3月1日

「学生が変える日本大学」
─「令和3年度 日本大学 学生FD CHAmmiT」に関する報告書─

学生レポート
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1．今年度の「CHAmmiT」の概要と流れについて

　今年度の「CHAmmiT」は昨年度の学部提案書と重ね合わせながら，より良い意見を抽出できるようにテ
ーマを策定した。そして，CHAmmiT 当日は，学生と教職員がオンライン授業という未だ課題の多い事柄
に対して，しっかりと話し合うことができたと自負している。以下，当日までのスタッフミーティングの様
子と当日の動きを要約する。

1－ 1　第 1回スタッフミーティング（令和3年 6月 19日）
　初回ミーティングでは CHAmmiT の概要を学生スタッフに説明し，今年度のテーマである「アフターコ
ロナの大学教育の在り方×コロナ禍の現況を踏まえた上での質向上」に沿ったテーマとして「アフターコロ
ナでの学修スタイルはどうなってほしいのか？」について，グループごとに分かれて話し合った。話し合っ
た内容を Google Jamboard（以下，Jamboard とする）にまとめ，全体で共有した。Jamboard を初めて使
うスタッフも多かったので，ツールに慣れてもらうためにも，より身近なテーマを設定した。
　学生からは，従来の対面授業の再開のみならず，コロナ禍において普及したオンライン形式の授業のメリ
ットを最大限に活用した，ハイブリッド型の授業を希望する意見が多く挙げられた。教職員からも，学生と
同様に，オンライン授業を継続的に活用した授業展開に関する意見を確認した。どのグループの議論も活発
に行われたものの，初回とあって Jamboard の使い方に慣れていないことから，回数をこなして慣れる必要
があるという問題を確認した。

1－ 2　第 2回スタッフミーティング（令和3年 7月 3日）
　第 2回ミーティングでは，第 1回で挙げられた意見を共有し，「オンライン授業の在り方～オンラインに
なっても大学に行くメリットは何だろう？～」というテーマについて，グループに分かれて Jamboard を使
って議論し，その後に全体で共有した。
　コロナ禍において，多くの授業がオンライン化された。オンライン授業は対面授業の単なる代替手段でな
く，オンライン授業ならではのメリットがあることを多くの参加者が指摘した。従来の対面授業の復活と共
に，こうしたオンライン授業のメリットを継続して活かし，両者の「いいとこどり」や併用を望む意見が多
く出された。
　大学のキャンパスに行く価値については，教員とのコミュンケーションによる授業外での知識修得，大学
の施設設備を活かした授業，研究の実施，同じ目標をもった仲間との交流，コミュニケーション能力の向上
など，様々な意見が出された。

1－ 3　第 3回スタッフミーティング（令和3年 8月 21日）
　第 3回ミーティングでは，「日本大学に学部を新設する場合の学部名と設置する場所は？」というテーマ
について，グループに分かれて Jamboard を使って議論し共有した。
　今回からグループのファシリテーションはコアスタッフではなく，学生スタッフが練習を兼ねてファシリ
テーターを務めた。その為に，取り扱いやすいテーマを設定し，結論が出やすいグループワークを実施した。
現在の日本大学のキャンパスの利便性の良さはそのままに，サテライト拠点の設置や，文系では社会学部，
コミュニケーション学部，理系では看護学部，理学療法学部，中間学部として総合政策学部，情報学部など
の新規設置の要望が出された。
　そして，これまでの 3回のスタッフミーティングを通して，いくつかの改善点が見つかった。Jamboard
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の使い方や，整理方法についてまだ慣れていない学生が多く，グループディスカッションでの意見を発表し
やすい形に体裁を整えることができていない学生が多かった。これらの点を確認することで，必要なスキル
を再度確認するきっかけになった。

1－ 4　第 4回スタッフミーティング（令和3年 9月 11日）
　第 4回ミーティングでは「あなたは，なぜこの学部を選んだの？」「コアスタッフ及びミーティングへの
要望」という２つのテーマについて議論した。
　学部を選んだ理由として最も多く挙げられたものは，学修・資格取得，日本大学ならではの充実した施設・
立地の良さ・ネームバリュー，卒業後の将来の目標達成への目的であった。さまざまなジャンルでの活動が
盛んであること，実験設備の充実，資格取得支援の充実，他学部との交流ができることなどの意見もあった。
　コアスタッフ及びミーティングへの要望では，本番がどういった形になるのか漠然としていて流れが把握
できていなくて不安であるという声が上がった。ミーティングに対しては，スタッフ間の親睦をより深めた
いという要望も上がっていた。今後は一気にスピードが上がり進路修正は容易ではなくなる。この段階でコ
アスタッフ・学生スタッフ間の疑問点や改善点を把握する事でCHAmmiT 成功につなげたい。

1－ 5　第 5回スタッフミーティング（令和3年 10月 9日）
　第 5回ミーティングでは，本格的なファシリテーションマニュアルの読み合わせと，本番を想定したセッ
ション１の「キャンパスライフのメリット・デメリット」について，グループで共有した。
　ファシリテーションマニュアルの読み合わせでは，ファシリテーターの役割を明確にし，本番でより良い
ファシリテーションが行えるように確認を行った。ただマニュアルを読むだけでなく，いかに沈黙の時間を
なくし意見を出し合える時間にするのか，そしてオープンクエスチョンとクローズドクエスチョンをいかに
使い分けるか，またメモを取りうまくまとめるコツなどについて共有した。キャンパスライフのメリットと
デメリットについては，学生生活から得た経験を基に日本大学の教育現場の課題や良いところを Jamboard
に書き出し，グループで共有した。

1－ 6　第 6回スタッフミーティング（令和3年 10月 23日）
　第 6回ミーティングでは，ファシリテーションマニュアルの共有と，本番を想定したセッション２の「ア
フターコロナの日大の教育」について，グループで共有した。
　長期にわたった緊急事態宣言が解除され，授業もオンラインだけでなく対面式での授業が少しずつ増えて
きた中，コロナ禍において導入されたオンライン授業を終息の方向に持っていくのではなく，ハイブリット
型授業をはじめとする IT化された授業や講義を今後どう取り入れ，活用していくのか，そしてどのような
形で，学生・教員・職員にとってよりよい大学生活や教育に繋げる事が出来るのかを議論した。

1－ 7　第 7回スタッフミーティング（令和3年 11月 6日）
　第 7回ミーティングでは，前回ミーティング同様にファシリテーションマニュアルの共有と，セッション
3の「IT化と大学教育～学部への提案～」についてグループで共有した。
　昨年度の各学部の学部提案書に基づく改善報告書に取り上げられた改善点や提案点との繋がりや，合致す
る点はあるのかに着目して議論を進めた。
　ファシリテーションのスキルに個人差がある為，ファシリテーション練習会を１週間の期間を設けて行っ
た。
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1－ 8　第 8回スタッフミーティング（前日リハーサル）（令和3年 11月 27日）
　前日リハーサルでは，コアスタッフは午前 10 時に集合し，最終的な流れ確認，それぞれの会場の確認，
パソコンなどの接続環境の確認，オープニングとエンディングの最終確認を行った。
　その後，13 時から学生スタッフ全員と教職員で最終的なリハーサルとして，当日のファシリテーション
マニュアルの読み合わせを行い，その上でファシリテーションのコツを再度共有し，当日と同じ時間配分で
セッションの最終練習を実施した。その後，全員で全体の当日のスケジュール確認を行い，質疑応答を通し
て，メンバーの不安解消を図った。

1－ 9　令和 3年度 日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT 当日（令和3年 11月 28日）
　令和 3年度は昨年同様にオンライン形式（Zoom），スタッフは対面とオンライン形式によるハイブリット
形式での開催となった。
　学生からの提案により，スタッフと教職員は事前に Zoom背景を統一し，スタッフの一体感を強化した。
また，セッションで使用する Jamboard は，使いやすいように事前に色分けの説明の付箋を付け，セッショ
ン 2で昨年度の学部提案書を参考にしやすいように直接各学部の学部提案書を確認できるリンクを用意し
た。

1 － 9－ 1　10：00　スタッフ集合
　現地参加スタッフは日本大学本部大講堂に集合した。
　今年度のCHAmmiT スタッフTシャツを配付し，出欠を確認後，集合写真を撮影した。キャプテンの挨
拶に始まり，当日の流れを共有し，適切なソーシャルディスタンスを確保するためにいくつかの会議室に別
れて Zoomに接続し，準備した。

1 － 9－ 2　10：30～ 11：00　スタッフ最終打ち合わせ
　オンライン参加のスタッフを含めスタッフ全員で，当日の流れの最終確認を行い，ファシリテーションマ
ニュアルを説明し，質疑応答を行った。

1 － 9－ 3　12：30～　一般参加者受付開始
　コアスタッフにより参加者の出欠確認を行い，順次確認ができた参加者の入室を行った。
　事前に Zoomでの名前表示の設定をしてもらっての入室管理であったため，入室はスムーズに進んだ。入
室管理では，出欠確認と共に，それぞれのセッショングループにおける人数調整の要否確認を行った。そし
て参加者に対しては，注意事項の説明をスライドで行った。

1 － 9－ 4　13：00～ 13：30　オープニング
　オープニングムービー，日本大学ＦＤ推進センター長である青木副学長と竹田キャプテンによる開会挨拶，
参加者の参加場所アンケートの実施，CHAmmiT についての説明がそれぞれ行われた。そして当日のテー
マとスケジュールの共有，注意事項の案内や，より楽しんでもらうためのコツの共有が行われた。その後，
ブレイクアウトルームへの移動を開始するアナウンスを行い，それぞれのグループへ移動した。ブレイクア
ウトルームでは，ファシリテーターがタイムキープしやすいように，ブロードキャスト機能で残り時間のア
ナウンスを適宜入れた。
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1 － 9－ 5　13：30～ 13：40　アイスブレイク
　ブレイクアウトルームに移動し，グループのメンバーが揃ったグループから，簡単な自己紹介と「コロナ
禍で得た趣味」，「無人島に持っていくなら？」というテーマで，自由に会話を楽しんでもらった。
アイスブレイクは，学部の異なる参加者同士が初対面でも会話を楽しんでもらう機会とした。

1 － 9－ 6　13：40～ 14：05　セッション①　キャンパスライフのメリット・デメリット
　セッション①では，学部を交えたグループに分かれ，キャンパスライフのメリットとデメリットについ
て議論した。このセッションでは，オンライン・オフラインのメリットとデメリットの 4象限の意見を
Jamboard の付箋機能を使って共有した。参加者の学生生活から得た経験を基に日本大学の教育の課題や良
いところを学部の違う仲間と共有することで，参加者の視野を広げたいという狙いがあった。セッション終
了後，一度メインルームに戻った。

1 － 9－ 7　14：10～ 14：20　アイスブレイク
　セッション②・セッション③は学部ごとでのセッションで，セッション①とは異なるメンバーでのグルー
プワークとなるため，セッション①の前と同様の内容でアイスブレイクを行い，自由に会話を楽しんでもら
った。

1 － 9－ 8　14：20～ 15：10セッション②　アフターコロナの日大の教育
　セッション②では，セッション①で共有した内容を活かし，昨年度の学部提案書で取り上げられた改善点
や提案点との繋がりや，合致する点があるかを，学部別のグループで共有した。繋がり（合致する点）が
ある場合は重要度が高い項目であり，繋がりがない場合は新たな課題となる可能性と区別した。昨年度の
CHAmmiT を元に作成された各学部の改善報告書で「実施不可」，「検討中」とされた項目やセッション①
で「新しく出てきた課題」についても議論した。
　進行はファシリテーターが行い，グループで出た意見は Jamboard の付箋機能を活用し，参加者協力のも
と Jamboard を完成させた。

1 － 9－ 9　15：20～ 16：00　セッション③　IT 化と大学教育～学部への提案～
　セッション③では，これまでのセッション①とセッション②で議論・共有した内容を活かし，学部に提案
したいことについて話し合った。そして，これからの IT化と大学教育について考え，改善策を見出し，提
案書を作成した。昨年までの状況を整理し，IT化出来そうなものを，今までのセッションでの意見を参考
に提案した。

1 － 9－ 10　16：05～ 16：30　エンディング
　エンディングでは，セッション③で作成した学部提案書をそれぞれの学部を代表して危機管理学部，経済
学部，生物資源学部の３学部の学生に発表してもらった。全学ＦＤ委員会プログラムワーキンググループリ
ーダーである松戸歯学部の平山教授と，土屋キャプテンが挨拶を行い，エンディングを締め，最後に集合写
真を撮影し，エンドロールを流して令和 3年度 CHAmmiT は閉幕した。
　当日は事前の綿密な役割分担，リハーサルもあり，最後まで滞りなく開催することができた。
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2．参加者の制作物の分析

　本節では，「令和３年度 学生ＦＤ CHAmmiT」のセッション①～③の制作物の分析を行う。

2－ 1　セッション①（キャンパスライフのメリット・デメリット）
　セッション①では，学部混合でのグループに分かれてキャンパスライフのメリット・デメリットについて
話し合った。
　以下の図 1は，ある学部の実際の話し合いの内容である。このように，4象限の図を用いて，オンライン
においてのキャンパスライフ，オフラインにおいてのキャンパスライフという観点で，それぞれメリット・
デメリットをあげた。日本大学の学生に関わらず，コロナ禍の大学生が感じていると思われる意見が多く出
た。セッション②での改善点をより明確にするためにも，このセッションは重要であり，様々な意見が出た
と感じている。

オンライン

オフライン

メリット デメリット

通学時間の短縮

コミュニケーションがとりやす

い

キャンパスライ

フのメリット・
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を活用でき
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自分自身の学習

意欲が必要

図 1　セッション①

出所　筆者作成
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2－ 2　セッション②・セッション③（アフターコロナの日大の教育）・（学部提案書）
　セッション②では，同学部でのグループに分かれてアフターコロナの日大の教育について話し合った。セ
ッション②は，「昨年度の提案」を現状の整理として，セッション①で話し合ったメリット・デメリットと
現状の整理で似ている意見があれば，重要度が高いものとして話し合うというセッションであった。また，
次に行うセッション③では，学部提案書を書くため，一年経った現在，新たに困っている事なども検討して，
話し合った。その結果，日大生専用のアプリの開発や，学校内の混雑位置を示すパネルの開発，健康観察の
簡略化などコロナ禍の日大生が普段感じていることが意見として多く出た。全体的に革新的な意見が多く，
オンライン授業も様々な活用方法がある事を知ることができた。また，昨年度から提案し続けている事物に
関しても，実施不可の場合を除き，しっかりと話し合うことができた。以下，他にも様々な意見が出たため，
表 1として記すこととする。

表 1　セッション②，セッション③
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3．参加者アンケート分析

　本節では，当日実施したアンケートを元に「令和 3年度 学生ＦＤ CHAmmiT」について参加者の視点か
ら考察する。
　最初に認知度に関する設問を分析していく。

　表 3－ 1－ 1と表 3－ 1－ 2は「ＦＤ」と「学生ＦＤ」の認知度について去年の CHAmmiT アンケート
の結果と比較したものである。
　まず，表 3－ 1－ 1から「ＦＤ」についての認知度は昨年度と比べて今年度は 6.4％増加していることが
わかる。さらに表 3－ 1－ 2より「学生ＦＤ」についての認知度も昨年度と比べて今年は 6.4％増加してい
ることがわかる。
　以上の結果から，昨年度と比べて「ＦＤ」「学生ＦＤ」の認知度はどちらも約 6％程度増加しているため，
今年度はＦＤ活動を知ってもらう為の活動を昨年度より行えたといえる。
　次に今年度の満足度や参加者の意識の観点から考察する。

表 3－ 1－ 1
今回のイベント以前に「ＦＤ」について知っていましたか？

出所　筆者作成

表 3－ 1－ 2
今回のイベント以前に「学生ＦＤ」について知っていましたか？

出所　筆者作成
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　上記のアンケート結果はCHAmmiT の活動を客観的に評価するにあたって重要なデータである。
　まず表 3－ 2－ 1を考察する。この表では「非常に楽しい」又は「楽しい」と回答した参加者が昨年度
は全体の 76.6％，今年度は全体の 86.6％を占めており，昨年度と比較しても非常に高い数値が出ていること
がわかる。「普通」「あまり楽しくない」「つまらない」と回答した参加者も昨年度より減少しており，昨年
度問題であったオンライン上でのコミュニケーションを図る難しさが若干解消されたと考えられる。

表 3－ 2－ 1
「令和３年度日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」は全般的に楽しめましたか？

出所　筆者作成

表 3－ 2－ 2
「学生ＦＤ」を他の学生・教職員にも紹介したいと思いますか？

出所　筆者作成

表 3－ 2－ 3
令和３年度「日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」を通じて学部に戻り，「学生ＦＤ」について何か行動を起こしたいと思いますか？

出所　筆者作成
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　次に表 3－ 2－ 2を考察する。この表では「学生ＦＤを紹介したい」と回答した参加者は全体の 94.2％を
占めており，昨年度に引き続き高い水準を維持していることがわかる。前述した満足度の評価も高かったこ
とから，今年は他の学生や教職員に勧めたくなるほどの充実感を感じた参加者が多かったことが推測できる。
　最後に表 3－ 2－ 3を考察する。この表では「学生ＦＤ活動について何か行動を必ず起こしたい」「機会
があれば起こしたい」と回答した参加者が全体の 74.3％を占めていた。「行動を起こしたいと思わない」と
回答した参加者も昨年より 5.3％減少しており，参加者の意識が積極的になっていることが考えられる。
　以上の結果から，昨年度と比較して今年度のＦＤ活動は全体的に積極的で肯定的な姿勢の参加者が多いこ
とがわかった。昨年度は変化したＦＤ活動の指針に伴い様々な意見が寄せられたことで全体的に満足度が低
下していたが，今年度は昨年の反省を踏まえて活動したことで満足度の向上につながったと推測できる。最
後に参加者の今後のイベントに関しての意識について考察する。

　まず表3－3－1を考察する。「次年度のＦＤ活動のようなイベントがあれば何があっても参加したい」「声
が掛かれば参加したい」と回答した参加者は 85.4％と昨年度より 1.2％増加した。しかし「参加したくない」
と回答した参加者が昨年度より増加し「企画側として参加したい」と回答した参加者が昨年度より減少して
いる。これは今回の CHAmmiT の内容が昨年に比べて複雑化したことで参加する難易度が上がったことが

表 3－ 3－ 1
次年度もこのようなイベントが開催されるとしたら，参加したいですか？

出所　筆者作成

表 3－ 3－ 2
今年度も ZoomによるオンラインでのCHAmmiT 開催でしたが，今後もオンラインでの学生交流等のイベントはあったほう
が良いですか？または，何かアイデアがある場合はその他に記載してください。

出所　筆者作成
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理由として考えられる。
　次に表 3－ 3－ 2を考察する。「オンライン上でのイベントがあった方が良い」または「対面が良い」と
回答した参加者がそれぞれ増加している。これは昨年から授業などでオンライン状態を経験したことにより
オンラインと対面の特徴を深く理解したため，意見がわかれたと考えられる。

4．学生コアスタッフからの所感等

4－ 1　「また，今年も一つ進化したCHAmmiT」　竹田　蘭丸
（日本大学国際関係学部　国際総合政策学科2年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタ
ッフ　キャプテン）

　初めに，「令和 3年度日本大学　学生ＦＤ　CHAmmiT」を開催するにあたり，6月からテーマや今年の
動きの検討を共にしてくださった学務課及び担当教員をはじめとする多くの関係者の皆様に厚く御礼を申し
上げる。重ねて，史上最も多かった学生スタッフの皆様にも定期ミーティングなどに参加していただいたこ
とに厚く御礼を申し上げる。
　今年度，私が応募した理由としては，昨年度，学生コアスタッフとしてやりきれなかった部分があったか
らである。昨年度は，流れについていくのが精一杯という状態だったため，余裕がなかった。そして，今年
度も私の学部ではオンライン授業が主流となった。その中で，まだまだ改善できる点が大いにあることを感
じ今年度も学生コアスタッフに応募したのである。
　私は，題名の通り，今年度の CHAmmiT も大きく成長したと考える。そのように考えられる理由が，何
点かある。
　一点目は，今年度はコアスタッフ内での役割分担がしっかりと出来たことである。役割として，全体を仕
切るキャプテン，インスタグラムなどの広報活動をするインフルエンサー，定期ミーティング等の報告書を
まとめるセクレタリー，定期ミーティングの内容を検討するマネジメント，学生スタッフ同士の懇親を深め
たりするためのレクリエーション等を企画するチームビルディング，当日のポスター作りやTシャツ作り
をした美術部という風に細分化した。昨年度は，やるべきタスクが決まっても，振り分けが上手くいかなか
ったりした。また，昨年度のコアスタッフと今年度のコアスタッフの大きな違いでもあった経験年数の差が
あった。昨年度のコアスタッフは，皆が経験していたため一年間の流れが分かっていたため，誰にタスクを
振っても基本的にはできてしまっていたのだ。しかし，今年は新しい人が非常に多かったため，CHAmmiT
経験者がそもそも少なかったのだ。だから，一から組織化することで乗り越えることが出来た。次年度以降
もこの役割分担を活用していって頂きたい。
　二点目は，スタッフは対面，参加者はオンラインという形で今年度は開催された。この形のメリットを挙
げると，大人数を収容する会場を用意しなくてよいという点と，遠方のキャンパスの人たちはわざわざ行く
必要がないという点である。このことは，国際関係学部に所属している私からすると，非常に良い事だと考
える。オンラインでの参加であれば，国際関係学部や工学部といった遠方のキャンパスの人たちも，気軽に
CHAmmiT に参加できるのではないかと感じた。次年度以降もオンラインでの参加者を募っていただきた
い。
　私の反省点としては，スタッフとのコミュニケーションの方法とテーマの内容が難しいものになってしま
ったということである。一つ目のスタッフとのコミュニケーション方法という観点では，私の基本的なやり
方としてみんなの意見を聞きながら進めるというやり方が主流であった。だから，コアスタッフのミーティ
ングを定期的に開催した際に，意見を求めすぎてミーティングの進行が止まってしまったりした。また，12
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人という人数の都合上，コアスタッフ全員とのすり合わせを行う事にも問題が生じてしまった。例えば，土
曜日の定期ミーティングを開催するにあたって，毎回テーマを策定していたのだが，ミーティングの内容に
誤解が生じていて，各ブレイクアウトルームに分かれた後，各コアスタッフの間でテーマの理解が十分に共
有されていなかったせいで，やっていることが違かったりしたことがあった。だから，コアスタッフのミー
ティングを欠席した人には別で議事録データを送ったり，電話をしたりして何とか伝達をすることを心がけ
た。また，2年連続コアスタッフという立場になって，昨年度の進め方と比較し過ぎてしまったことも反省
として挙げられる。今年度は，コアスタッフの中でもCHAmmiT の例年の流れを分からない人が多い中で，
私だけが流れを知っている状態であった。そのため，コアスタッフの中でも理解を得たりすることが難しか
った。しかし，何とか当日までに形にすることが出来たということが幸いであった。
　今年度のテーマは，昨年度の学部提案書と比較をしながら，改めて昨今のオンライン授業や対面授業のあ
り方に関して，話し合うというものであった。「アフターコロナ～ IT化と大学教育～」というテーマで，コ
ロナが収束した後も，オンライン授業をどこまで取り入れていくのか，どうやって取り入れていくのか，等
を検討することに尽力した。このテーマに策定した理由として，昨年度の学部提案書は実現性が低い意見が
多くみられた。例えば，「満員電車に乗るのが嫌だから，オンライン授業にしてほしい。」等である。他にも
実現が難しい意見が多数あった。私たちは，教職員の方達とより良い授業づくりをするために CHAmmiT
を毎年開催している。つまり，一方的な意見は効率的な話し合いにつながらない。私たちは，こういった点
に目を付けた。そして，初の試みとして昨年度の内容とリンクさせたテーマを策定した。その結果，一般ス
タッフの皆さんには当日複雑なファシリテーションをさせてしまった。しかし，どのグループも特に大きな
問題もなく，しっかりとファシリテーションをしてくれたおかげで，昨年度よりも実りのある意見を提案す
ることが出来た。次年度以降の課題として，早期にテーマや方向性を策定して，できるだけファシリテーシ
ョンする側の立場に立って当日のプログラムを決めることが重要であると考える。
　以上のように，当日までここにも書ききれなかったことも含めて，様々な事が起きた。しかし，重要な事
は「日本大学の学生が日本大学の授業を少しでも良くしたい！」という思いであると考える。そして，この
思いが学生スタッフ全員と参加者にもあったために無事に成功させることができたと考える。
　最後に，私は今年度のキャプテンを担わせて頂いたことに感謝と誇りを感じている。改めて，6月から共
に準備をして下さった学務課の皆様，多くのタスクを一生懸命こなしてくれた私以外の 11 名の学生コアス
タッフ，当日のファシリテーションを完璧にこなしてくれた学生スタッフ，そして，当日，非常に有意義な
意見や考えを提供してくださった参加者の皆様，一部分でも CHAmmiT に関わって下さった全ての皆様に
感謝と御礼を申し上げる。また，今後の日本大学学生ＦＤ活動と CHAmmiT の更なる発展，飛躍を期待し
つつ本稿を終わらせて頂く。

4－ 2　「これまでのオンライン授業とこれからの授業について」　土屋　怜王
（日本大学経済学部経済学科3年・令和3年度学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ　キャプテン）

　始めに「令和 3年度 学生ＦＤ CHAmmiT」開催にご協力いただいたスタッフ，教職員の方々に感謝申し
上げる。
　日本大学では，新型コロナウィルス感染症の流行に伴い，令和 2年度よりオンライン授業を実施していた。
私が所属する経済学部では，今年度に入り部分的に対面授業は始まっていたものの，ほとんどの授業がオン
ライン形式をとっていた。そのため，私は入学からほとんどの授業をオンラインで履修していた。さて，日
本大学では「自主創造」を理念に学生が大学生活を送っている。私は，この理念と当時の生活に疑問を感じ，
「自ら道をひらく」フィールドを求めてCHAmmiT に参加した。
　学生スタッフは，CHAmmiT の企画を行うコアスタッフと主に当日の運営をする一般スタッフに分かれ
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ており，合わせて 50 人規模である。活動内容は，年 1回行われる学内でのイベントに向けて半年間準備をし，
イベント当日のファシリテーションで一般参加者の意見をまとめながら学部に提出する意見書を作るという
ものだ。私は，コアスタッフ各部門の人手不足の穴を埋めつつ，全体としてイベントが成功するように，一
般スタッフに繰り返しイベント当日について説明してより充実した学部提案書を提出できるように努めた。
　CHAmmiT 本番でファシリテーションを行うのは一般スタッフであるため，彼らが質問しやすい環境を
作ることに力を入れた。当日は，私たちコアスタッフは CHAmmiT 全体が滞りなく進むように問題がある
場所に駆け付ける役割をするため，各グループのファシリテーションにはほとんど関わることができない。
そのため，一般スタッフがきちんと自分たちでファシリテートできるようになってもらう必要があった。わ
からないことは小さなことでも解決してもらうことで，当日自信をもってグループワークをすることができ
ると考えており，一般スタッフ向けに練習会を開いたり，LINEのオープンチャットやメール等で質問しや
すい環境を作ったりして疑問を解消した状態で当日を迎えられるようにしていた。その中でも一般スタッフ
のファシリテーション練習会は，できるだけ多くの学生スタッフが参加できるように 5日連続で開催し，コ
アスタッフが分担してシフトを組んで直前期の緊張の中取り組めていたと思う。
　活動を終えて，コミュニケーション能力の向上を実感している。集まってくれるメンバーの多くは，大学
やアルバイト，ボランティア，インターンなど掛け持ちしていることが多く，二刀流，三刀流で活動してい
た。そのため，ときにはグループワークが疎かになってしまうことがあった。しかし，本気でプロジェクト
を成功させるために，忍耐強いコミュニケーションをとりながら準備を進める中で，自然と士気が高まって，
それぞれが積極的に課題解決しようという姿勢になったときには本当に達成感を感じた。
　また，CHAmmiT に参加した学生には次のことを意識して授業に臨んでほしいと思う。一つは授業を担
当している先生方の立場や大学側の立場について考えることだ。CHAmmiT では，それまで授業について
抱いていた不満や要望がなぜ生じているのかを真剣に考えることができる。また，それらの問題のバックボ
ーンについても理解できる。この経験を生かして授業により一層主体的に臨む姿勢を持ってほしいと思う。
二つ目は大学に通う目的を考えることだ。授業を受ける理由を明確にすることで，大学に通う理由を改めて
考えることができただろう。CHAmmiT 参加者がこれらを忘れずに意識してこれからの授業に向きあって
いくことが日本大学の教育改善に最もよい効果を生み出せると信じている。

4－ 3　「NEXT STEPにつながるCHAmmiT に」　古家　凌成
（日本大学商学部商業学科4年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ）

　およそ半年間にわたって準備を重ねてきた，「令和 3年度 日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」が令和 3年 11
月 28 日に開催された。私は昨年度の学生スタッフに続き，コアスタッフとしてCHAmmiT の運営に携わる
こととなった。
　12 名在籍するコアスタッフの中で唯一の 4年生として参加したため，これまでのCHAmmiT の改善点や
新たな運営面での課題点を踏まえながら，今年度の企画にシフトしていく役目を果たした。学生スタッフも
含めると，およそ 50 名という CHAmmiT の中でも最大規模のスタッフ数ということもあり，コアスタッフ
間でタスクを細分化するなど，効率よく運営を担える方法を模索しつつ定例会議を重ねていった。また最高
学年として自らが率先して動くことにより，他スタッフも積極的に行動に移すことができるように，全体を
考えながら過ごすことができたと思う。その結果が当日までのスムーズな運営につながったのではないかと
感じる。
　また今年度のコアスタッフとしての活動は学生一人ひとりの個性が存分に活かされ，コロナ禍においての
学生交流や社会進出にあたっての貴重な経験になったのではないかと考える。オンラインでの定例会議や懇
親会が今年度もメインとなってしまい，直接的な交流は前日のリハーサルと本番のみとなってしまったが，
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学生同士の交流機会が減ってしまった今日の中では高頻度かつ長期間にわたって実施できたのではないかと
感じる。特に同じ日本大学に在学しているという共通項からより一層の団結力が増し，本番までほとんどの
スタッフが欠けることなく開催当日まで走り切ることができた。
　来年度のCHAmmiT は 10 回目の節目となる予定だ。私は今年度をもって日本大学を卒業するため，スタ
ッフや参加者としての携わりはこれまでより難しくなってしまうが私自身が得た経験を来年度のスタッフと
共有し，より充実したイベントになることを願っている。

4－ 4　「美術部からみた『CHAmmiT』」　渡部大雅
（日本大学文理学部中国語中国文化学科3年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ　
美術部）

　11 月 28 日に開催された「令和 3年度 日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」は，学生ＦＤが導き出したコロナ
禍における活動の集大成ということができる。
　私自身は，昨年度に一般学生として参加し，今年度はコアスタッフとして，主にポスターや Tシャ
ツ，マニュアルや二種類の説明スライドなどのデザインを手がけた。これは，「CHAmmiT」以前にも
PowerPoint を用いたデザインの経験があったため，美術部の代表者に選ばれたからである。美術部の反省
点としては，いくつかが挙げられる。
　一つ目は，スケジュールに十分な余裕が設けられていなかったことである。ポスターのデザイン案は，私
とそのほか 2人の合計 3人がそれぞれ作成した。美術部はこの 3人で構成されており，美術部の全員がデ
ザイン案を作成し，実際に採用されたデザイン案はそのうちの一つである。その他の 2人が作成した案は，
Twitter や Instagramでの広告に用いることを計画していたが，ポスターやマニュアルの修正などの思わぬ
作業が重なり，気づけば本番の直前となっていた。これについては，事前に十分に余裕のあるスケジュール
を計画し，不測の事態に備えることで防げた問題であると考える。特に「CHAmmiT」のような，多くの人々
がかかわるイベントでは，予測を大幅に上回る問題が発生することがある。その中でも，デザインを手がけ
る美術部の仕事は，感染症対策下では非常に顕著なことであるが，社会状況の変化によって記述すべき内容
が左右されやすい。また，宣伝に用いるポスターは，その宣伝効果を高めるためにも，完成する時期として
は，いくら早くても早すぎることはない。これらのことから，他の部門と比較しても，美術部のスケジュー
ルは最も余裕を設けるべきものであると感じた。ただし，「CHAmmiT」開催にかかわる詳細情報の決定が
遅れたために，あらゆる部門における作業の開始が遅れたことにも，触れておかなくてはならない。もちろ
ん，感染症対策下では，何事も早期の決定が難しいという事情があることは言うまでもない。しかし，早い
に越したことはないのである。
　二つ目は，デザインを仕上げるための学務課とのやり取りに時間がかかったことである。これも感染症対
策下に特有の現象であるが，対面での話し合いができず，オンライン会議やメールでのやり取りに限定され
た。その中で，デザインのチェックや修正の要求はその都度なされ，本番の直前まで続けられた。対面であ
れば二度程度で済んだと思われるチェックも，メールで行えば幾度にもなってしまう。こうした非効率が重
なり，スケジュールが遅延する原因の一つとなった。また，デザインを行うにあたって，前年度に使われた
ポスターのほかに，デザインの基準となる基本的な要求が示されなかったことも，作業が遅れるきっかけと
なった。状況は常に変化し，求められる情報も，その時々で変わるものである。これからの「CHAmmiT」
では，その年度ごとに適した要求を明確に示し，後々の修正作業を効率化させることに尽力するよう，提案
する。
　ここまでは，ひたすらに課題を書き連ねてきた。しかし当然ながら上手くいった箇所，つまり私たちの「成
功」といえる事柄も存在した。特筆すべき「成功」は，ポスター，Tシャツ，説明スライドにおけるデザイ
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ンの方針を統一したことである。これまでの「CHAmmiT」では，カラーが統一されていなかった。しかし，
統一されたカラーを設定すれば，宣伝もより容易になると考えていたため，真っ先に今回のテーマカラーを
決定したかった。結果としては，今回の「CHAmmiT」のテーマカラーは，「レッド」であった。これはた
またまポスターのデザイン案を赤色に設定したところ，コアスタッフの「受け」がよかったので，自然な流
れで決定したものである。そしてその流れを受け，あらゆる箇所に「レッド」を多用した。こうした一貫性
は，Twitter や Instagram，ホームページなどに統一感を生み，結果としてスタッフの間におけるモチベー
ションを高める要因ともなった。これらのことは，来年以降にも活かすことができると考え，完全対面での
準備，開催が実現すれば，効果はさらに高まると予想できる。
　以上のように，課題と「成功」とが存在した今回の「CHAmmiT」は，コロナ禍を経て手に入れた，私た
ち学生ＦＤの成果の集大成といえる。かつてない規模にわたって感染症が流行する中で，このようなイベン
トにかかわれたのは非常に大きな喜びであり，誇りとなった。この報告が，来年以降の「CHAmmiT」の助
けと支えになることを願う。

4－ 5　「オンラインという逆境をチャンスに」高野　敦子
（日本大学経済学部金融公共経済学科3年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ　
チームビルディング　インフルエンサー）

　初めに「令和３年度 日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」開催にあたり，ご協力いただいた学生，教職員の皆
様に御礼を申し上げる。コロナ禍において，大学全体のイベントを開催することができたのは，関わってい
ただいた皆様のお力添えがあってこそだといえる。
　私は大学 3年生になるまで，日本大学において学生が参画するＦＤ活動が存在することを知らなかった。
大学の教育改善に関心を持ってこなかったのである。しかし，新型コロナウィルス感染症の蔓延によりオン
ライン授業が余儀なくされた 2020 年度を経て，教育の変革に関心を持つようになった。時を同じくして，
ゼミナールの教授から CHAmmiT のスタッフ募集について声をかけていただいた。私は，変容する大学教
育に一石を投じる機会を作りたいという想いから，コアスタッフへ応募した。
　今年度は，コアスタッフが 12 名，学生スタッフが約 40 名と例年に比べて大所帯だったため，コアスタッ
フの役割分担を実施した。私は，チームビルディングとインフルエンサーの二つの役割を担うこととなった。
そこで私からは，二つの役割で関わったCHAmmiTについてコメントしたい。まずチームビルディングでは，
コアスタッフと学生スタッフのコミュニケーションを図り，チームとしての発展を目指した。顔合わせから
リハーサル前のミーティングまで完全オンラインでの実施ということもあり，親交を深めることは重要かつ
難しい点であった。そこで，CHAmmiT の公式な活動とは別にオンライン懇親会を複数回企画し実施した。
自由参加としたが毎回 10 名以上が出席し，にぎやかな時間を過ごすことができた。互いの大学生活につい
て語り合うほか，オンラインでできるゲームやビブリオバトル（知的書評合戦）などを実施した。他学部の
学生との交流を一つの目的として CHAmmiT に参加する学生も多いため，懇親会の実施は有効的だったの
ではないかと感じる。課題としては，参加メンバーがある程度固定されてしまったことだ。より多くの学生
に気軽に参加してもらうことを目標としていた。しかし，オンラインによるコミュニケーションの取りづら
さや，公式な活動と別に時間を割かなくてはならない点がネックになった。オンラインでのコミュニケーシ
ョンには，さらなる工夫が必要だったと反省している。しかし，親密な関係を構築した状態であれば，時間
や場所を選ばないためオンライン懇親会の実施はメリットが多い。来年度の CHAmmiT が対面で実施でき
るのであれば，後半の活動にオンラインという手段を取ることも効果的だと考える。次に，インフルエンサ
ーとしては Instagram と Twitter を運営し，CHAmmiT の広報活動に力を入れた。Instagram では，ミー
ティングの様子や懇親会の様子を投稿し，近況報告と今後の動きの予告として活用した。例年に比べても投
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稿数が多く，半年間の記録を視覚的にとらえることができるだろう。Twitter では，ミーティングの報告書
を公開した。Instagramに比べて消極的な動きになってしまった点が反省点である。また，双方にいえるこ
とで，フォロワー数を伸ばすことができなかった点に後悔が残る。日本大学の学生や全国の教育現場に関
わる人々に有効的に影響を与えることができなかった。来年度の活動において SNS を利用するのであれば，
積極的にターゲットとなるアカウントをフォローしていく必要があるだろう。
　最後に，就職活動やゼミナール，授業と多忙を極める大学 3年生の半分をCHAmmiT の企画運営に充て
ることができたのは，共に活動をしてきたコアスタッフの存在が大きい。教育改善やイベントへの想いか
ら，意見がぶつかり合うことも多々あった。しかし，そのたびに納得がいくまで議論を交わしてきた。そん
な我々の間には，今回の CHAmmiT への熱意と確かな団結力があったといえるだろう。この点に，ＦＤ活
動に学生自身が参画する意義があったと考える。私は CHAmmiT を通して，大学教育への関心を深めるだ
けでなく，共に成長できる仲間と考え，行動に移す機会を得ることができた。その結果，大学教育をよりよ
くするための提案を学生，教職員の皆さんによって抽出することができたのだ。今後も「日本大学　学生Ｆ
Ｄ CHAmmiT」が，学生，教職員，そして日本大学にとって意義のある活動となるよう願っている。

4－ 6「みんなが知らない私のこと」　後藤　菜月
（日本大学国際関係学部国際教養学科3年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ　
チームビルディング）

　私から①「日本大学 学生 ＦＤ CHAmmiT」に参加した経緯，②反省・改善③この活動を通して得たもの，
この３つについて述べていく。
①「日本大学 学生 ＦＤ CHAmmiT」に参加した経緯
　私がこのイベントの企画運営に携わろうと思ったきっかけは，２つある。１つ目が「教育とは何か」につ
いて考える機会があったからだ。学校の授業や本，ボランティアを通し「日本の授業」に対する違和感があ
った。２つ目が，この活動をきっかけに「コミュニケーション能力を伸ばしたい」。そう思ったからだ。コ
ロナ禍により，人と接する機会が減った。かつ，学校もオンライン授業。コミュニケーション能力を伸ばす
には，まず「人と関わる機会を増やし，話すこと」が大事だと感じた。
②反省・改善
　反省は２つある。１つ目が，体力的な問題があったこと。２つ目がメンバーに自分の意見や気持ちをきち
んとぶつけられなかったこと。
　１つ目は，私自身疲れやすい体質であったこと。そのため，ミーティングの最中に眠くなったり，頭の回
転が鈍いタイミングでの活動によって本領を発揮できなかったと感じる。２つ目は，メンバーに自分の意見
や気持ちをきちんとぶつけられなかったこと。ミーティングの最中に，自分の意見を言いたい場面はたくさ
んあったが，どう言葉で表現したらよいかがわからなかった。また話がまとまらず，何を言っているかうま
く伝えられないことが多かったと感じる。その２つの反省を踏まえて，自分なりに改善したことがいくつか
ある。体力に関しては「ジョギング」や「ウオーキング」といった習慣を作った。また「仮眠」などを取る
ようにし，なるべく体力を温存するようにした。他にも栄養が足りていないのかもしれないと思い，サプリ
メントを取り入れるといったようなこともした。自分にできる限りのことをした。気持ちや意見を上手にま
とめられないことに関しては，紙に一度まとめてから話すことやとにかく一所懸命話すことで思いを伝えた。
意外と一所懸命話すと，話がまとまってなかろうか相手は意味を汲み取ろうと努力してくれた。
③この活動を通じて得たもの
　人と関わることの楽しさを改めて感じた。様々な価値観，様々な環境，様々な思いをもった人と関わるこ
とができて，とても刺激になった。相手と比較し，自分は劣っていると自信を無くすこともあったが，それ
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以上に楽しさが勝ったと感じる。自分のできること，できないことを知る良い機会だったと感じる。できな
いことに目を向けるよりも，「自分には何ができるかを考え，その能力を伸ばす」ことの大切さなども知った。
「自分を知る，自分と向き合う」良い機会だったと感じる。

4－ 7　「学生ＦＤ CHAmmiT で IT 化について話し合う大切さ」　西村　憲人
（日本大学国際関係学部国際教養学科2年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ　
マネージャー）

　先ず，「令和 3年度 日本大学学生ＦＤ CHAmmiT」の開催にあたり，お力添えをいただいた教職員の方々，
及びスタッフを始めとする多くの関係者の皆様に厚く御礼申し上げる。そして，この学生ＦＤ活動に今回初
めて参加をし，至らない点も多々あった私に対し，様々なご支援をして下さった周りのコアスタッフの方々
にも，深く御礼申し上げたい。
　コロナウィルスというパンデミックと通信技術が，オンライン授業というものを，大学に普及させたので
ある。たしかに，オンライン授業により，友達作りや，コミュニケーションをとる機会が少なくなるという
理由で，否定的に捉える者が多い。実際，学生生活でオンライン授業しか受けたことが無かった私にとって，
多くの学生と親睦を深めるだけでなく，大学の教育に関するテーマに対し，有意義なディスカッションが出
来る機会が設けられているこの学生ＦＤ活動が，魅力的なものであった。このような経緯から，この活動に
参加をし，「日本大学 学生ＦＤ CHAmmiT」の開催に向けて，教職員や学生スタッフと定期的に行うミーテ
ィングを企画するマネジメントを行ったのである。
　さて，オンライン授業を否定的に捉えず，肯定的に捉えてみるということ，そしてコロナウィルスの収束後，
コロナウィルスの流行前に行われていた授業形態に戻すのでなく，コロナ禍で得たオンライン授業のメリッ
トを活かした大学教育にしてみてはどうかという意見から，このことを本学のＦＤ活動が開催するイベント
である CHAmmiT を通じて，多くの教職員と学生で話し合いたいという経緯で，「IT化と大学教育」を本
年度のイベントのメインテーマとした。そして，実際にこのイベントを通じて，多くの学生が，オンライン
授業に対し，何かしらのメリットを感じており，アフターコロナのキャンパスライフにオンライン授業があ
ることに肯定的だったことが見受けられた。それは，IT機器を用いた授業の利便性だと考えられる。例えば，
自宅で授業が受けられるという点である。特に体調が優れない日は，オンライン授業に有り難みを感じるの
ではないだろうか。
　コロナ禍での，学生ＦＤ CHAmmiT で話し合った「IT化と大学教育」は，極めて有意義なものであった。
とはいえ，パンデミックの収束後も，更なる通信技術の発達により，私たちは大学教育の IT化が加速する
ことについて，向き合う機会が出てくるだろう。その際，本年度のＦＤ ChammiT で出た意見やアイデアが，
その参考として，一役買うことがあれば，本活動のマネージャーとして携わった者として，嬉しい限りである。

4－ 8　「コロナ禍における学生 ＦＤ CHAmmiT の大きな意義」　合原嘉成
（日本大学法学部法律学科2年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT学生コアスタッフ　マネジメント）

　初めに「令和 3年度 学生ＦＤ CHAmmiT」開催にあたり，ご協力いただいた全ての皆様に御礼を申し上
げる。
　私からは，大きく二つに分けてコメントさせていただきたい。
　一つ目は，この CHAmmit の意義についてである。ここでは，コミュニケーションの場と授業改革の場
という二つの視点からコメントする。私は，昨年度一般スタッフとして学生ＦＤ CHAmmiT に参加した。
新型コロナウィルス感染拡大のためほぼ全部の授業がオンラインで行われ，コミュニケーション機会が少な
くその機会を求めていたからである。実際に参加してみると，話しやすく，リラックスした環境で自分の意
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見が言えていたと感じる。コミュニケーション機会が少ない自分にとっては，自分の意見を主張する場，他
人と意見を共有する場としても，貴重な場所であったと感じる。昨年度は，大学としても初のオンライン授
業というのもあり，授業に対する不満や改善点など多く感じていた。実際，同じグループになった人からも
多くの不満や改善点が出てきた。そこで，学生ＦＤ CHAmmiT を通して，学部提案書を作り提出したところ，
今年度（2021年 4月）から大幅に授業の質及び受けやすさが改善された。私自身，その変化を大きく実感した。
これらから感じることは，学生ＦＤ CHAmmiT の重要性である。私は，このイベントがあるからこそ日本
大学は良い方向へ変わっていくのだと考える。
　二つ目は，私が今回コアスタッフとして参加した理由である。一つ目の理由で述べた通り「学生ＦＤ 
CHAmmiT」は日本大学及び日本大学の学生にとって重要なイベントである。そこで，私はこのイベントの
重要性を広げていきたいと考え昨年の一般スタッフとしての経験を踏まえて，コアスタッフとして参加を決
意した。
　今年度も新型コロナウィルス感染拡大によりオンラインによるミーティング及び開催となった。オンライ
ン上で限られた時間の中でのミーティングであり，一般スタッフとコアで打ち解けるのに時間がかかったと
感じる。また，正直なところ人数も多く一般スタッフ全員が当日しっかりとファシリテーターをやり遂げら
れるかが不安だった。しかし，本番 2週間前からファシリテーション練習会を開くことによって徐々に全体
のファシリテーション能力が上がっていくのを実感し，不安も減っていった。そして，迎えた本番は特に大
きな問題もなくチャミットをやり遂げることができたと感じる。これは，皆が一つとなってやり遂げた結果
だと感じる。
　「日本大学学生ＦＤ CHAmmiT」は，学生及び大学にとってとても重要なイベントである。来年度以降も
このイベントが続き，日本大学の教育がますます発展していくことを心から願っている。

4－ 9　「CHAmmiT 取説」　柴田大輝
（日本大学生物資源科学部生命化学科2年・令和3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ）

　この度，初めて学生ＦＤ CHAmmiT というものに関わらせて頂いた経緯と感想，そして，反省等を記し
たいと思う。
　先ず，経緯としては至って単純である。
　このコロナ禍において授業，サークル活動，イベントなど何もかもが停滞し，友達 1人作るのが困難な状
況において，何もしないことが大変もったいなく感じ，人との関わりや大学生である今しかできない経験が
できるのではないかと思い応募した次第である。
　もっと簡単に言うなら，大学っぽい友達作りをするためである。
　先に結果を言わせてもらうと，大いに満足いく経験とつながりができたように感じる。
　普段関わることのない学部，学科が異なる人たちと毎回のミーティングを通してコミュニケーションを取
っていく中で，コロナ禍での授業の雰囲気や学生のあり方，生活状況，また，コロナ禍での様々な考え方や
行動など自分とは環境，境遇の異なる話を聴けたことは大変貴重な経験であり，そういった中で同じ活動に
参加した人たちというのはこのような状況の中で何かを思い，考え，行動しているかがうかがえた。
　普段の活動はこのようなご時世であることから，全てオンラインでの活動となったが，本番では制約があ
るものの無事，対面で行うことができ，毎回のミーティングや練習，定例会など準備をしたおかげで，非常
に満足のいく結果となった。
　そのおかげで，大変有意義な時間を過ごすことができた。
　参加者の方々からも非常に好評で，来年も参加してみたいという声や知り合いや友人にも勧めたいといっ
たような前向きな意見を多くいただき，自己満足ではなく，みんなに楽しんでもらいながらも中身のある結
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果となり，約半年もの活動が実を結んだものとなった。
　しかし，反省点もいくつか挙げられる。
　先ず，今年度のコアスタッフは 12 人と例年よりも多いことからタスクを細分化し効率よく運営していく
ために，コアスタッフ内で役割分担し 5つの部署に分かれて活動していくなかで，それぞれの部署間での考
え，やり方，報連相などの意思疎通が難しい場面などが見られた。
　これを改善出来れば，ダブルブッキングを防ぎ，ほかのことに時間を回せ，効率的にタスクを消化できた
のではないかと思案する。
　また，学生スタッフや参加者などの途中辞退なども多いのも懸念点の一つであると考える。本番に向けて，
人数が決定していたり，役割の割り当てを決めていてもこれでは抜ける度，毎回の微調整に頭と時間を費や
すことになり進むものも進まず，ほかのスタッフにシワ寄せがいくのは違うように感じた。
　このことは学生ＦＤ CHAmmiT の知名度にもつながるのだが，この活動についての認知度が低いことに
も起因しているように感じる。
　どのような活動で，どのくらいの期間するなどの 5W1Hの説明やスタッフ募集，参加者募集など宣伝が
全然できていないように思う。
　自分が見つけたのもたまたまであり，それ以降案内を見ることがなかった。
　そういったことを改善することで，このような活動に興味はあるがよくわからず迷っている学生やただ存
在を知らなかっただけで実は積極的に活動したい学生を発掘できたかもしれないことを思うと実に惜しく感
じる。
　いずれにしろ学生ＦＤ CHAmmiT という活動が自分に与えた影響は大きく，学生生活においても大変有
意義な経験，時間を得られたように思う。
　また，この活動を見つけ，半年関わらせていただいたことを誇りに思う。
　教職員の方々と学生が参画し大学教育を変えるというかなり難しいものではあるが，来年度のスタッフに
はこれらの反省を活かしつつ，その年度にあったやり方を模索していき更に良いものにしていき，日本大学
の教育が少しずつでも発展し学生も教職員の方たちも前を向けることを心から願っている。

4－ 10　「インフルエンサーとアフターコロナ」　曽山はるか
（日本大学生物資源科学部動物資源科学科 2年・令和 3年度 学生ＦＤ CHAmmiT コアスタッフ
インフルエンサー）

　初めに，「令和 3年度 日本大学学生ＦＤ CHAmmiT」開催にあたり，力を貸していただいた教職員及びス
タッフを始めとする多くの関係者の皆様に深く御礼を申し上げる。今年度の開催にあたっては対面とオンラ
インの併用型を導入したことから，多くの配慮や準備をしていただき，感謝申し上げる。
　私は今年度，コアスタッフとして初めてＦＤ活動に携わった。コアスタッフに応募したのは，多くの学生
とかかわる機会が欲しかったからだ。私が日本大学に入学したときは新型コロナウィルスの感染が拡大して
おり，授業はすべてオンデマンド型だった。そのため大学 1年次は学生とのかかわりがほぼなく，学生がど
のような思いを持って生活しているのか全くわからない状態であった。そんな時に目に留まったのが，ＦＤ
活動におけるコアスタッフ募集のメールだったのだ。結果，ＦＤ活動に携わっていなければ出会うことがな
かっただろう他学部，他学年のスタッフや参加者，教職員と交流出来た。それだけでなく，さまざまな人の
意見や考えを聞くことで，視野が広がり物事を多方面から客観視する力も養うことが出来た。ＦＤ活動の目
的はあくまで日本大学の教育改善だが，この活動を経て私自身も大きく成長することが出来たと考えている。
　ここからは今年度の活動の反省を 2つ述べようと思う。まず 1つ目に，広報活動の反省について述べる。
コアスタッフ内では役割分担をし，私は SNS を活用して広報活動を行うインフルエンサーを担当した。イ
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ンフルエンサーに応募してくださった学生スタッフとともにインスタグラムとツイッターの公式アカウント
を通してスタッフミーティングの様子などを広報することができた。特にインスタグラムで CHAmmiT 開
催 20 日前から掲載したカウントダウンは，コアスタッフ・学生スタッフの紹介も掲載したことでアカウン
トをフォローしてくださっている方にＦＤ活動を身近に感じてもらうきっかけになったのではないかと推測
している。ただ今年度はアカウントのフォロワーを大幅に増やすことが出来なかったことが反省点として挙
げられる。来年度は，昨年度や今年度とは異なる新しい企画を計画したり，スタッフが SNS を通して呼び
掛けたりすることでフォロワーを増やし，CHAmmiT の知名度向上に貢献することを目指してほしい。広
報活動は，ＦＤ活動を知らない大学生を始めとした一般の方や活動を応援してくださっている方との懸け橋
となる，大変重要な活動である。広報活動が積極的になれば，間接的ではあるがCHAmmiT のステップア
ップに確実につなげることができる。そのため，来年度以降も広報活動には力を入れて取り組んでほしい。
　2つ目に，今年度のテーマの反省について述べる。今年度のCHAmmiT は「アフターコロナ～ IT化と大
学教育～」というテーマを掲げて活動した。昨年度の内容を引き継ぎつつ，新型コロナウィルス収束後の大
学教育の在り方について充実したディスカッションを行うことが出来た。その一方，開催後行われた反省会
では，学生スタッフから「内容が複雑で参加者に理解してもらうのに時間がかかった」「参加者から難しい
という声があった」という反省が多く寄せられた。振り返ってみると，ファシリテーターは当日のやるべき
ことが例年と比較して複雑化していた。そのため参加者も難しいテーマであると捉えてしまったことが考え
られる。その反省をふまえ，来年度以降は学生スタッフがファシリテーターのポジションを練習する期間を
多くとり，本番に備えてほしい。またディスカッションの内容を単純化，明確化させることも重要だと思う。
　最後になるが，約半年間コアスタッフの一員としてＦＤ活動に携われたことを心から名誉に思う。そして，
来年度以降の学生ＦＤ活動のさらなる発展を心より願っている。

4－ 11　「CHAmmiT の反省」　佐藤喜一
（日本大学通信教育部法学部政治経済学科 2年・令和 3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタ
ッフ　チームビルディング）

　私は以前別の大学に通っていたことや，複数の団体に所属している経験をもとに私の携わったCHammiT
の業務内容と来年度への改善点についてコメントしたい。
　まず，コアスタッフのチームビルディングとして行った業務は CHAmmiT スタッフが本番までに良好な
関係を築けるよう懇親を深めたり，わだかまりを減らすためにミーティングとは別に懇親会等を企画運営し
たりすることだ。
　CHAmmiT は全学をあげて準備を行うため理系文系問わず 50 名程度の学生スタッフが集まる。そのスタ
ッフ間の関係を構築することは普段対面授業のない通信教育部に所属している私からするととても魅力的な
業務だと思い参加した。
　序盤はCHAmmiT スタッフが総勢 50 名という規模や，今年度も新型コロナウィルス感染症の感染拡大の
ため，オフラインの交流は難しく全員が友人になるということは不可能と判断し，業務上支障のないような
関係性を構築する事を目標とした。そのため，内容は「日大で新しい学部を作るなら学部とキャンパスの場
所は？」というようなCHAmmiT に関連するトークテーマで会話をしてもらうことにした。
　しかし，参加者の多くは友人関係を築きたいというニーズのもとで参加していることを知った。それ以降
は「ワードウルフ」や「麻雀」のような遊びを中心に懇親を深めていくことにした。
　チームビルディングとしての反省点は最初の目標設定だと考える。50 名を全体としてとらえてしまって
いたが，当日は学部ごとに分かれて行われるため学部でチームを分けることで 50 名という規模のデメリッ
トを解消することができた。また，アンケートフォーム等で学生スタッフのニーズを吸収することで運営と
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参加者の意識の乖離も解消できたと考える。
　また，チームビルディングはただ遊ぶための時間をつくるのではなく，チームとして「CHAmmiT を成
功させる」「日本大学の教育改善を行う」という目的に向かい１つのチームをつくることが目的である。終
盤はその意識が薄れてしまっていたため，来年度は最初の目標設定と目的に向かいブレないチームビルディ
ングを心がけたい。
　さらに，コアスタッフのメンバーとしての反省点は先の見えない運営であったと考える。
　コアスタッフの目的は 50 名の学生スタッフをまとめ，教職員と意思疎通をしっかりと図り，CHammiT
の準備を行うことであったと理解している。
　しかし，実際にミーティングが始まるといつまでにどれだけの量と種類の仕事をこなさなければならない
かということが直前になるまで分からないということが多かった。CHAmmiT のゴールとコアスタッフと
しての業務内容が不明であったことや，大学が求めていることや昨年までの様子が理解できず方向性を見失
いコアスタッフ内で意見の衝突が生まれてしまった。昨年度参加者は昨年度の様子を体験しているが，引継
ぎ資料はないため経験をもとに話さなければならず，今年度参加者は昨年度参加者や職員へ過度に情報を求
めてしまい，昨年度参加者やキャプテンへの負担が大きくなってしまった。
　他にもコミュニケーションツールの導入により透明性のある意思決定や欠席したメンバーへの配慮を目指
したが，議事録のない意思決定や議事録を読まずにミーティングへ参加したことによる情報不足などにより，
別のツールによるリマインドという不要なタスクが発生してしまった。また，議題や時間設定があいまいな
ミーティングにより，時間を超過したミーティングが増えてしまいコアスタッフの負担が増えていた。
　CHAmmiT 学生スタッフとしては CHAmmiT の全体感と趣旨を途中から見失うことが増えた。
CHAmmiT は全学から多くの学生を集めるために自薦と学部の推薦という制度がある。そのため，全員が
日本大学の教育改善に向けて参加しているが，どうしてもスタッフや参加者の中でモチベーションに差が出
てしまう。中には学部のテストや私用によりミーティングへの参加や，チームビルディングやファシリテー
ションの練習会への参加も難しく，途中で辞退してしまう学生が毎年でている。モチベーションの維持が難
しい環境があったと考える。
　また，CHAmmiT に参加した学生だけでなく教職員も全体を把握できていないと感じた。全体を把握し
ていない状態でこの規模のイベントを催行したこと，統括する立場がいなかったこと，ビジョンが共有でき
ていないことは来年度への反省だと考える。
　私が来年度へ向けて最も改善したい点は継続性だ。CHAmmiT は毎年数人のスタッフが前年度より継続
でスタッフになるが，前年度より引き継ぎの資料はなく，どうしても特定のスタッフの記憶を頼りにしなけ
ればならず，負担が大きい。また，参加者からアンケートはとるものの CHAmmiT 本番 1回の参加のため
参加した意義を見出しにくい。
　また，今年度に出た意見が来年度以降どう改善されているのか実感することが難しく，継続的な参加のモ
チベーションを維持できない。
　これらのことから，私は CHAmmiT の引継ぎと参加者への報告，学部ＦＤと連携をとりミニ CHammiT
のような継続性のある活動を提案したい。
　また，召集の段階で CHAmmiT のスケジュールの詳細や目標，目的などの軸になることについては時間
をかけて設定することで統一感をもったチームビルディングが容易になり，年間を通し充実した活動ができ
ると考える。
　私は学生会のような学生の意見を届ける組織がなく，多くの学部がある大規模大学の日本大学のＦＤ 
CHAmmiT という活動はとても意義のある活動だと考える。その一翼を担えたことは今後の日本大学生と
しての誇りであり，卒業後も日本大学のために貢献したい。

日本大学FD研究　第9号　119－154　2022

─ 153 ─



4－ 12　「CHAmmiT を終えて」　垂見　麻衣
（日本大学通信教育部商学部商業学科 1年・令和 3年度 学生ＦＤ CHAmmiT 学生コアスタッフ 
セクレタリー）

　CHAmmiT にコアスタッフとして参画するに至ったモチベーションは 2つの側面から議論することがで
きる。
　１つは，私的な側面で，このコロナ禍においてオンラインでの授業がベースとなり，人との接点が希薄化
する中で，交流をもっと増やし，より良い大学生活に繋げたいという想い。もう１つは，公的な側面で，日
本大学の現状を客観的に分析し，良いところ悪いところを整理したうえで，前者をさらに発展させ，後者の
改善を図り，さらに学部間の分断を解消することで，より良い日本大学の実現に向けた改革を担いたいとい
う想いがあった。
　今年度の CHAmmiT は，スタッフは対面形式，参加者は Zoomを用いたオンライン形式とするハイブリ
ッド形式で開催された。コアスタッフとして運営側に携わり感じたことは，キャプテンのリードのもと綿密
なミーティングを重ね，本番に向けてしっかりと準備を図っていること，スタッフ全員に何らかの役割をア
サインすることで，スタッフひとりひとりの当事者意識や自己有用感を醸成していることが顕著に見られた
ことが印象的だった。この全員を巻き込むアプローチは準備段階のみならず，CHAmmiT 本番当日の運営
においても見られ，CHAmmiT 成功の大きな要因のひとつとなっていると言える。
　敢えて改善点を挙げるとするならば，もっと早い段階でテーマを定め，本番を想定した形でのファシリテ
ーション練習をより多く重ねられると，コアスタッフのファシリテーション能力の向上と，CHAmmiT 本
番におけるより円滑な議論に繋がるだろう。
　コロナ禍においてオンライン化が急速に進む中，様々なネガティブ要因をオンライン化そのものに見出そ
うとする動きがあるが，CHAmmiT に関してはこれに当てはまらず，例えば初期の準備段階で見られたス
タッフのモチベーション低下の問題は，オンライン化が原因なのではなく，CHAmmiT の方向性がしっか
り共有できていないこと，言い換えると CHAmmiT の最終形，ゴールを各自がしっかりイメージ出来てい
なかった事に起因している。こうした状況を一部のスタッフに過度の負担を負わすことなく回避するには，
CHAmmiT のコアスタッフの任期に若干の幅を持たせ，前年度のコアスタッフと次年度のコアスタッフと
の間にオーバーラップ期間を設け，確実に引き継ぎ作業が実施できるようにするのが望ましい。
　今年度のハイブリット開催の CHAmmiT は，決して完成したものではなく，まだまだオンラインでの活
動に改善の余地と可能性を感じることができた。今後の学生ＦＤの発展のために更なる決意をもって行動し
ていきたい。
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